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県
身
連
の
令
和
五
年
度
（
二
〇
二
三

年
度
）
事
業
計
画
と
収
支
予
算
が
、
理

事
会
並
び
に
評
議
員
会
で
承
認
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

令
和
五
年
度
（
二
〇
二
三
年
度
）
の
事

業
予
算
額
は
、
八
千
四
百
七
十
六
万
九
千

円
で
前
年
度
予
算
と
比
較
す
る
と

六
百
七
十
八
万
九
千
円
の
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
主
な
理
由
は
、
毎
年

派
遣
し
て
い
る
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
開
催
県
が
令
和
四
年
度
は
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
の
栃
木
県
で
し
た
が
、
今
年

度
は
鹿
児
島
県
へ
の
派
遣
の
た
め
、
交

通
費
が
大
幅
な
増
額
と
な
っ
た
こ
と
が

大
き
な
要
因
で
す
。
こ
の
他
の
事
業
費

に
つ
い
て
は
前
年
と
ほ
ぼ
同
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
各
地
域
団
体
の
会
員
の
減

少
と
高
齢
化
に
よ
り
、
組
織
並
び
に
財

政
基
盤
の
弱
体
化
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

県
身
連
の
令
和
五
年
度
（
二
〇
二
三

年
度
）
の
事
業
活
動
は
、
関
係
各
位
の

ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
次
の
方

針
の
も
と
に
進
め
ま
す
。

一
、
財
政
状
況
の
厳
し
い
中
、
予
算
の

的
確
か
つ
効
率
的
な
執
行
を
図

り
、
地
域
団
体
と
連
携
を
強
化

し
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
、
身
体
障
害

者
・
知
的
障
害
者
・
精
神
障
害
者

に
向
け
た
各
種
事
業
を
行
う
。

二
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
各
種
事

業
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
新
規

会
員
の
獲
得
を
目
指
す
。
ま
た
、

当
連
合
会
の
自
主
財
源
に
つ
い
て

は
、
経
費
の
節
減
を
進
め
な
が
ら

確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
会
員

各
位
の
自
主
的
、
積
極
的
な
参
加

の
も
と
に
法
人
の
目
的
達
成
に
努

め
る
。

令
和
五
年
度
事
業
計
画
並
び
に
歳
入
歳
出
予
算
決
ま
る

№ 事　業　科　目 本年度予算 増　　減
1 管　理　費 600,000 0
2 人　件　費 450,000 0
3 会　議　費 150,000 5,000
4 負　担　金 185,000 0
5 雑　　　費 80,000 0
6 管 理 諸 費 400,000 0
7 地域団体組織強化費 20,000 0
8 広報活動費 1,140,000 0
9 身体障害者福祉推進活動費 20,000 0
10 部会活動費 600,000 0
11 日身連大会参加費 160,000 20,000
12 相談事業費 30,000 0
13 体育振興費 210,000 0
14 福祉大会費 1,155,000 0
15 社会参加推進センター事業運営費 11,471,000 0
16 神奈川県障害者スポーツ振興事業費 53,931,000 7,406,000
17 音声機能障害者発声訓練事業費 1,234,000 0
18 県障害者スポーツ大会開催費 2,493,000 ▲637,000
19 全国障害者スポーツ大会相模原市選手団派遣費 10,440,00 ▲5,000
20
21
22

合　　　計 84,769,000 6,789,000

令和５年度神奈川県身体障害者連合会事業予算（単位：円）
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　神奈川県は、令和４年10月21日、障がい者に関係するすべての人が、本人の気持ちになって考える「当事者
目線の障がい福祉」を進めるために条例を公布し、令和５年４月１日施行します。県民、市町村、関係団体な
どが一体となって、「ともに生きる社会かながわ」を目指していきます。

１　目的
　当事者目線の障がい福祉の推進を図り、もって、障がい者が差別や虐待を受けることなく、自らの望む暮
らしを実現することができ、障がい者のみならず、誰もが喜びを実感することができる地域共生社会の実現
に資することを目的としています。
２　基本理念
　全ての県民が人として大事にされ、自分の生き方を自分で決められることや、住みたいと思う場所で自分
らしく暮らせるようにすることなど、基本理念を定めています。
３　県、県民、事業者及び障がい福祉サービス提供事業者の責務
　当事者目線の障がい福祉の推進のための県、県民、事業者及び障がい福祉サービス提供事業者の責務につ
いて定めています。
４　意思決定支援の推進
・障がい福祉サービス提供事業者は、「意思決定支援」を実施するように努めらなければなりません。
・県は、意思決定支援の推進に関する必要な情報の提供、相談及び助言等を行うための体制を整備し、障が
い福祉サービス提供事業者に対し、意思決定支援に関する研修を行います。

５　障がいを理由とする差別、虐待等の禁止
　すべての人は、障がい者に対し、障がいを理由とする差別、虐待その他の個人としての尊厳を害する行為
をしてはなりません。
６　障がいを理由とする差別に関する相談、助言等
　県は、障がいを理由とする差別に関する紛争の防止又は解決を図ることができるよう、相談体制その他必
要な体制を整備します。
７　社会的障壁の除去
　県及び事業者は、障がい者から生活しづらいことや困ったことがあると言われなくても、負担が大き過ぎ
ない時は、合理的な配慮を行うよう努めます。
８　虐待等の防止、早期発見等
・県は、市町村その他の関係機関と連携し、障がい者に対する虐待等の防止に関し、障がい福祉サービス提
供事業者への啓発及び研修を行うとともに、障がい者に対する虐待に係る通報に関する普及啓発を行い、
早期発見及び早期対応のための体制を整備します。
・障がい福祉サービス提供事業者は、障がい者に対する虐待等を防止するために、その従業者に対し、研修
及び啓発を行うよう努めます。

９　障がい者の家族等に対する支援
　県は、障がい者の家族等の日常生活における不安の軽減を図るため、障がい者の家族等に対し、情報の提
供、相談の実施、助言その他の必要な支援を行います。
10　障がい者の社会参加
　県は、障がい者の福祉に係る政策立案過程への障がい者の参加を促進するとともに、障がい者主体の活動
の推進に努めます。
11　人材の確保、育成等
・県は、障がい者の福祉に係る事業に従事する人材の確保、育成を図るため、情報提供、研修などを行うと
ともに、職場への定着を図るための措置を講じます。
・県は、県民等に、障がい者の福祉に係る活動や仕事への関心を深めるための措置を講じます。
12　施行期日
　この条例は、令和５年４月１日から施行します

神奈川県当事者目線の障害福祉推進条例
～ともに生きる社会を目指して～
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逗
子
市
　
大お
お

石い
し

　
忠た
だ
し

　

令
和
四
年
十
月
二
十
六
日
（
水
）
逗

子
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
は
、
八
年

前
か
ら
の
「
存
続
か
解
散
か
」
揺
れ
動

く
な
か
、
創
立
七
十
周
年
「
感
謝
の
集

い
」
と
題
し
た
記
念
式
典
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

併
せ
て
万
感
の
思
い
を
込
め
た
記
念

誌
「
輝
く
七
十
年
の
歩
み
」
を

発
行
、
配
布
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
次
世

代
に
「
先
人
た
ち
の
身
体
障
害

者
の
福
祉
活
動
歴
史
」
を
残

し
、
先
輩
た
ち
の
偉
業
に
感
謝

と
哀
悼
の
意
を
表
し
た
か
っ
た

の
で
す
。

　

表
紙
に
は
、
吉
川
英
治
の
言

葉
「
他
者
は
す
べ
て
我
が
師
な

り
け
り
」
を
掲
げ
た
。
思
え
ば

昭
和
二
十
五
年
四
月
身
体
障
害

者
福
祉
法
の
施
行
に
と
も
な
い

県
下
各
地
域
で
団
体
結
成
の
気

運
が
高
ま
り
は
じ
め
た
二
十
七

年
十
月
に
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
も

当
時
一
五
〇
人
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

五
十
五
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
今
、
会
員
の
高
齢
化
、
障
害
の
多

様
化
、
老
障
介
護
と
役
員
の
な
り
手
が

減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
昭
和
、
平

成
、
令
和
と
七
十
年
に
わ
た
る
障
害
者

の
福
祉
活
動
の
成
果
は
平
成
二
十
五
年

障
害
者
権
利
条
約
批
准
よ
り
国
内
法
が

整
備
さ
れ
、
共
生
社
会
の
実
現
に
継
承

さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
七
十
年
の
歩

み
は
、
次
世
代
に
残
せ
る
唯
一
の
資
産

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
障
害
者
や
そ
の
家
族
ら

の
悲
痛
な
叫
び
を
社
会
に
声
を
高
く
訴

え
て
い
く
時
代
で
す
。
つ
ま
り
当
事
者

の
声
を
一
、
本
年
度
施
行
さ
れ
る
「
神

奈
川
県
当
事
者
目
線
の
障
害
福
祉
推
進

条
例
」
に
私
た
ち
の
「
希
望
」
を
ゆ
だ

ね
た
い
思
い
で
す
。

（
記
念
誌
を
ご
要
望
の
方
は
大
石

　

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　

〇
四
六
（
八
七
一
）
一
一
九
〇

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
）

※
送
料
の
み
ご
負
担
下
さ
い
。

綾
瀬
市
　
西に
し

川か
わ

　
和か
ず

朗お

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
流
行
も
三
年
目
に

入
り
、
少
し
ず
つ
正
常
な
生
活
が
戻
り

つ
つ
あ
り
、
身
障
協
会
の
行
事
も
以
前

と
比
べ
て
完
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
行

わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

九
月
に
は
、
神
奈
川
県
の
バ
ス
「
と

も
し
び
号
」
を
借
り
て
二
十
一
名
で

「
勝
沼
ぶ
ど
う
狩
り
・
買
い
物
ツ
ア
ー
」

を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
バ
ス
の
定

員
の
半
分
以
下
に
制
限
さ
れ
て
は
い
ま

し
た
が
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
て
美
味
し

い
巨
峰
、
昼
食
に
舌
鼓
を
う
ち
、
ワ
イ

ン
工
場
や
道
の
駅
で
の
買
い
物
に
参
加

し
た
会
員
の
笑
顔
が
見
ら
れ
て
安
心
し

ま
し
た
。

　

十
月
の
「
神
奈
川
県
身
体
障
害
者
福

祉
大
会
」
も
ク
ア
ー
ズ
テ
ッ
ク
秦
野
カ

ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
例
年
の

半
分
以
下
で
す
が
綾
瀬
市
か
ら
十
六
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
ほ
う
も
午
前
の
み
と
言
う
も

の
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
伊
勢
原
市
、

綾
瀬
市
の
開
催
予
定
も
中
止
に
な
り
三

年
目
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
。
会
場
の

半
分
以
上
の
空
き
が
あ
る
座
席
は
淋
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
来
賓
の
方
々

や
秦
野
市
の
市
長
を
始
め
関
係
者
が
多

く
参
加
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

十
一
月
に
は
、
や
は
り
三
年
ぶ
り

に
「
綾
瀬
福
祉
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
人
数
制
限
や
午

前
中
の
み
と
い
う
事
も
あ
り
例
年
の
半

分
十
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
主
催
の

綾
瀬
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
方
々
の
尽

力
に
よ
り
、
久
し
振
り
に
身
体
を
動
か

す
こ
と
が
で
き
快
い
疲
労
を
感
じ
ま
し

た
。

　

令
和
五
年
度
は
制
限
な
し
の
行
事
が

行
わ
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

 
逗
子
身
障
協

 
　
　
　
輝
く
七
十
年
の
歩
み

 

令
和
四
年
度
の
綾
瀬
市

 

　
　
　
　
　
身
障
協
会
行
事

市町村のページ



 

神
奈
川
県
障
害
者

 

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会

 
　
高
尾
山
登
山
開
催
案
内
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令
和
五
年
度
の
高
尾
山
登
山
事
業

は
、
七
月
十
二
日
（
水
）
に
実
施
す
る

予
定
で
す
。
高
尾
山
登
山
は
、
以
前

行
っ
て
い
た
富
士
登
山
か
ら
場
所
を
変

更
し
て
開
催
し
て
お
り
、
多

く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

高
尾
山
は
、
自
然
が
豊
か

な
山
で
、
四
季
折
々
の
雰
囲

気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、

毎
年
多
く
の
観
光
客
や
登
山

客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
も
以
前
と
比
べ

る
と
、
緩
和
さ
れ
て
お
り
、

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

収
束
に
向

か
う
こ
と
を

信
じ
準
備
し

て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆

様
の
ご
参
加

を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

【
期　
　

日
】

　

七
月
十
二
日
（
水
）

【
場　
　

所
】

　

高
尾
山
（
薬
王
院
付
近
ま
で
）

【
申
込
方
法
】

　

お
住
ま
い
の
各
市
町
村
身
体
障
害
者

　

団
体
ま
で
申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
申
込
締
切
】

　

六
月
十
六
日
（
金
）
必
着

【
参 

加 
費
】　

　

一
人　

四
、
〇
〇
〇
円

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
参
加
人
数

を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

※
バ
ス
の
乗
車
場
所
に
つ
い
て
は
、
参

加
申
込
締
切
後
、
各
市
町
村
ご
と
の

申
込
状
況
を
考
慮
し
て
決
定
致
し
ま

す
。

 

お
問
合
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
神
奈
川

県
身
体
障
害
者
連
合
会
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

《
県
身
連
事
務
局
》

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
四
五
（
三
一
一
）
八
七
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
五
（
三
一
六
）
六
八
六
〇

　

令
和
五
年
度
の
第
十
七
回
神
奈
川
県

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
四
月
九
日

の
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技

会
を
皮
切
り
に
開
幕
し
ま
し
た
。
こ
の

大
会
は
、
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

へ
の
派
遣
選
手
候
補
者
の
選
考
を
兼
ね

た
県
内
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
す
。

　

五
月
の
陸
上
競
技
会
ま
で
の
申
込
み

は
締
切
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
卓

球
（
Ｓ
Ｔ
Ｔ
含
む
）
競
技
は
十
一
月
、

ボ
ッ
チ
ャ
競
技
会
の
申
込
は
十
二
月
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
一
人
で
も
多
く

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
卓
球
競
技
会
（
精
神
障
害
者
）

　

期
日　
二
〇
二
四
年
一
月
十
九
日
（
金
）

　

会
場　

県
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

申
込
締
切　

十
一
月
二
〇
日
（
月
）

●
卓
球
・
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス

　
競
技
会
（
身
体
・
知
的
障
害
者
）

　

期
日　
二
〇
二
四
年
一
月
二
一
日
（
日
）

　

会
場　

県
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

申
込
締
切　

十
一
月
二
〇
日
（
月
）

●
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
会

　

期
日　
二
〇
二
四
年
二
月
二
三
日
（
祝
・
金
）

　

会
場　

県
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

申
込
締
切　

十
二
月
十
八
日
（
月
）

　

令
和
五
年
度
の
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
は
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

神
奈
川
県
か
ら
の
派
遣
人
数
は
四
十

八
名
の
派
遣
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

個
人
競
技
の
出
場
種
目
は
、「
ボ
ウ

リ
ン
グ
（
知
的
）」、「
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

（
身
体
）」、「
Ｆ
Ｄ
（
身
・
知
））」、

「
陸
上
（
身
・
知
）」、「
卓
球
・
Ｓ
Ｔ

Ｔ
（
身
・
知
・
精
）」、「
水
泳
（
身
・

知
）」、「
ボ
ッ
チ
ャ
（
身
体
）」
で
す
。

　

代
表
選
手
の
選
考
に
つ
い
て
は
、
県

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
結
果
を
基

に
選
考
委
員
会
を
設
置
し
、
選
考
し
ま

す
。

事 業 案 内・報 告
 

特
別
全
国
障
害
者

 

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会

 

「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
大
会
」
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相
模
原
市
　
藤ふ
じ

森も
り

　
勝か
つ

幸ゆ
き

　

星
が
丘
小
学
校
の
学
童
下
校
時
最
寄
り

の
交
差
点
（
歩
車
分
離
式
）、
信
号
を
守

り
安
全
に
下
校
で
き
る
よ
う
に
、
交
通
安

全
の
旗
の
元
“
Ｇ
Ｏ
”
＆
“
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
”

に
努
め
て
い
ま
す
。
旗
振
り
、
お
話
が
あ

り
ま
し
て
、
担
当
副
校
長
よ
り
説
明
を
受

け
ま
し
て
、
“
孫
”
も
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
し
、
引
き
受
け
ま
し
た
。

　

生
徒
数
約
八
〇
〇
名
。
下
校
は
一
・

二
年
生
は
十
三
時
、
三
・
四
年
生
は

十
四
時
、
五
・
六
年
生
は
十
五
時
と
授

業
に
併
せ
て
、
下
校
で
す
。
飛
び
出
し

て
く
る
生
徒
、
集
団
で
お
話
し
な
が

ら
、
ま
た
、
ゆ
っ
く
り
の
ん
び
り
歩
い

て
い
る
生
徒
、
一
・
二
月
で
も
半
袖
の

生
徒
、
上
級
生
の
中
に
は
、「
ご
苦
労

さ
ん
」「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

目
線
を
合
わ
せ
て
挨
拶
を
し
て
く
れ
る

生
徒
が
い
ま
し
て
、
心
が
和
み
ま
す
。

国
の
宝
。

　

皆
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
い
ま
す

が
結
構
重
た
い
で
す
。
一
人
と
し
て
同

じ
柄
は
あ
り
ま
せ
ん
。
車
が
安
全
に
信

号
を
守
り
、
無
事
に
通
過
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

信
号
は
心
の
ゆ
と
り

を
作
る
も
の
で
す
。
学

ぶ
べ
き
は
、
邪
心
な
く

直
な
気
持
ち
で
す
。

朝
は
校
長
、
副
校
長

が
立
っ
て
い
ま
す
。
所

属
し
て
い
ま
す
「
シ
ル

バ
人
材
セ
ン
タ
ー
」
と

教
育
委
員
会
で
、
組
織

的
に
協
力
で
き
な
い
か

な
ど
、
考
え
ま
す
。

聴
覚
部
　
河か
わ

原は
ら

　
雅ま
さ

浩ひ
ろ

　

当
協
会
で
は
、
ろ
う
児
が
大
人
の
ろ

う
者
と
一
緒
に
、
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ボ
ー

体
験
を
通
じ
て
交
流
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
デ
フ
・
キ
ッ
ズ
ス
キ
ー
・
ス

ノ
ー
ボ
ー
ト
交
流
会
」
を
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
一
月
七
日
（
土
）
～
九
日

（
月
）
の
二
泊
三
日
間
、
長
野
県
の
白

樺
湖
ロ
イ
ヤ
ル
ヒ
ル
ス
キ
ー
場
で
行
わ

れ
、
子
供
十
六
人
と
保
護
者
、
ス
タ
ッ

フ
等
合
わ
せ
て
四
十
五
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、
デ
フ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
日
本
代
表

選
手
と
の
交
流
で
し
た
。
彼
ら
は
、
近

く
の
ス
キ
ー
場
で
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
練
習
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
わ
ざ

わ
ざ
時
間
を
割
い
て
来
て
く
れ
た
の
で

す
。
子
供
た
ち
皆
、
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

代
表
選
手
と
直
接
交
流
し
、
彼
ら
の
華

麗
な
滑
り
を
直
に
見
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
将
来
、
参
加

し
た
子
供
た
ち
の
中
か
ら
デ
フ
リ
ン
ピ

ッ
ク
選
手
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
で
す
。

　

三
日
間
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
大
き

な
け
が
も
な
く
、
無
事
に
交
流
会
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

来
年
も
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
地
域
に
聞
こ
え
な
い
、
聞

こ
え
に
く
い
子
ど
も
が
い
ま
し
た
ら
、

知
ら
せ
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

 
交
通
オ
ジ
サ
ン

 
　（
学
童
通
学
交
通
安
全
指
導
員
）

 

デ
フ
・
キ
ッ
ズ

 

　
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
交
流
会
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藤
沢
市
　
畑
木
　
美
乃

　

大
会
へ
出
発
す
る
前
日
に
田
島
支
援

学
校
桜
校
と
川
中
島
小
学
校
や
中
学

校
恩
師
の
先
生
と
元
校
長
、
先
生
方
や

大
好
き
な
マ
マ
と
彼
氏
や
大
切
な
友
人

と
後
輩
か
ら
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
て
く
れ
た
り
、
ノ
ー
ト

に
も
書
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
と
一
昨
年
に
は
、
台
風
の
影
響

や
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で
中
止
、
一

年
の
延
期
等
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
一
つ
の
希
望
の
光
が
見
え
た
の
は
、

四
年
振
り
に
「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
大

会
」。
宇
都
宮
市
で
行
わ
れ
、
厳
し
い

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
貴
重

な
開
会
式
と
競
技
や
閉
会
ま
で
全
国
都

道
府
県
の
選
手
、
ラ
イ
バ
ル
と
出
会

い
、
心
と
身
体
が
ネ
バ
ー
ギ
ブ
ア
ッ

プ
。

　

三
十
日
（
日
）
青
少
年
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
投
げ
で
、
長
野
県
・
浜
松
市
・

三
重
県
・
愛
知
県
・
相
模
原
市
の
選
手

も
現
れ
、
結
果
は
三
十
ｍ
四
十
四
㎝
で

見
事
に
三
位
の
銅
メ
ダ
ル
。

　

午
後
は
、
立
ち
幅
跳
び
が
あ
り
、
始

ま
る
前
に
、
濱
澤
コ
ー
チ
と
今
泉
コ
ー

チ
の
女
子
三
人
で
、
一
緒
に
ス
タ
ジ
ア

ム
隣
に
あ
る
遊
園
地
の
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー

ス
タ
ー
に
乗
り
ま
し
た
が
、
直
ぐ
に
下

を
向
い
て
硬
直
し
、
放
心
状
態
に
な

り
、
少
し
泣
き
ま
し
た
。
久
々
に
乗
っ

て
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
や
緊
張
が
解
れ

「
誰
か
に
負
け
て
も
、
自
分
に
は
負
け

た
く
な
い
」
と
考
え
、
い
ざ
立
ち
幅
跳

び
！
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
と
同
じ
メ
ン

バ
ー
愛
知
県
、
宮
城
県
、
浜
松
市
、
神

戸
市
、
長
野
県
、
東
京
都
の
選
手
で
、

周
り
の
選
手
が
強
く
て
私
は
、「
ワ
ク

ワ
ク
し
て
き
た
ぞ
！
楽
し
ん
で
い
こ

う
」
結
果
は
、
一
ｍ
七
十
八
㎝
で
、
宮

城
県
の
選
手
に
僅
か
二
㎝
お
よ
ば
ず
四

位
。
勝
っ
て
も
、
負
け
て
も
良
い
勉

強
、
ラ
イ
バ
ル
と
多
く
出
会
っ
て
、
四

年
振
り
の
大
会
を
開
催
し
て
く
れ
て

「
あ
り
が
と
う
！
」
と
言
い
た
い
気
持

ち
で
す
。
長
野
県
の
選
手
が
「
ま
た
来

年
鹿
児
島
大
会
で
会
い
ま
し
ょ
う
」
と

握
手
を
し
て
、
友
達
を
作
っ
て
、
一
緒

に
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
神
奈
川

県
選
手
団
の
早
川
さ
ん
、
須
藤
さ
ん
、

石
川
さ
ん
、
相
原
さ
ん
に
も
出
会
え

て
、
新
し
い
仲
間
が
増
え
て
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
支
援
学
校
桜
校
、
川
中
島
小

学
校
、
中
学
校
恩
師
の
先
生
や
、
陸
上

競
技
の
コ
ー
チ
、
事
務
局
の
方
々
、
全

て
皆
様
の
お
蔭
様
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
援
し
て
い
た
だ

き
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
の

宝
物
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
も
落
ち
着
き
、

三
月
十
三
日
か
ら
マ
ス
ク
着
用
が
個
人

の
判
断
に
な
り
、
セ
ン
バ
ツ
高
校
野
球

で
は
声
出
し
の
応
援
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
社
会
は
よ
う
や
く
少
し
ず
つ
新

型
コ
ロ
ナ
発
生
前
の
状
況
に
戻
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

思
え
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ

れ
た
三
年
間
で
し
た
が
、
仕
事
や
生
活

に
お
い
て
様
々
な
新
し
い
様
式
が
生
ま

れ
て
き
た
三
年
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
も
そ
の
中
の
一

つ
で
す
。

　

こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
や
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
は
、
移
動
に
困
難
を
抱
え
て

い
る
障
害
を
持
つ
人
に
と
っ
て
、
移
動

を
不
要
に
す
る
便
利
な
ツ
ー
ル
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど

の
新
し
い
技
術
を
う
ま
く
活
用
す
れ
ば

我
々
障
害
を
持
つ
人
た
ち
の
可
能
性
が

広
が
り
、
社
会
参
加
も
一
層
進
む
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。

　

た
だ
、
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く

か
は
、
当
事
者
で
あ
る
我
々
が
中
心
に

な
っ
て
考
え
、
要
望
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
一
緒
に
考
え
、
要
望
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。編

集
委
員
　
河か
わ

原は
ら

　
雅ま
さ

浩ひ
ろ

（
二
宮
町
）

県身連事業予定

編
集
室
か
ら

＜４月＞
９日（日）

16 日（日）

20 日（木）
23 日（日）

27 日（木）

＜５月＞
10 日（水）
14 日（日）

17 日（水）

30 日（火）

＜６月＞
14 日（水）
〜 15 日（木）
15 日（木）

＜７月＞
９日（日）

12 日（水）

　※問い合わせ　電話：045－311－8736
　　　　　　　　FAX：045－316－6860

県障害者スポーツ大会アーチェリー競技会
 （県総合リハビリセンターアーチェリー場）
県障害者スポーツ大会ボウリング競技会【AM】
 （湘南とうきゅうボウル）
神奈川県身体障害者ボウリング大会【PM】
 （湘南とうきゅうボウル）
県障害者スポーツ大会フライングディスク競技会
 （県立スポーツセンター）
肢体部会　監査 （県社会福祉センター）
県障害者スポーツ大会陸上競技会（知的）
 （県立スポーツセンター）
身障かながわ編集委員会
 （県社会福祉センター）

県身連理事会 （県社会福祉センター）
県障害者スポーツ大会陸上競技会（身体）
 （県立スポーツセンター）
社会参加推進協議会 （県社会福祉センター）
肢体部会　代議員会 （県社会福祉センター）
県身連評議員会（予定）

肢体部会かもめ会教養講座並びに部長会議 
 （伊豆潮風館）
社会参加推進センター理解促進・普及啓発部会
 （かながわ県民センター）

県障害者スポーツ大会水泳競技会
 （さがみはらグリーンプール）
身体障害者高尾山登山 （高尾山）

本会報及び事業案内は、
次の県身連ＨＰに掲載されています。
http://kanagawa-kenshinren.or.jp

 
と
ち
ぎ
大
会

 
　
四
年
振
り
開
催
と
感
謝

この会報は、赤い羽根
共同募金の配分を受け
て発行しています。

イラスト：畑木　美乃 「家族」↑


